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新年あけましておめでとうございます。

皆様には、爽やかな新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

新型コロナウイルスの感染拡大からほぼ２年が経過しました。日本では、２回目のワクチン

接種率が77.8％（12/24公表）となり、新規感染者も減少傾向が認められ、ようやく希望の光

が見え始めたと思った矢先に、世界的なオミクロン株の流行もあり、病床確保、検査体制の強

化など、第6波が起こる可能性も考慮し様々な対策を講じていかなければなりません。

理事長・院長
いしい ひろみつ

石井 洋光

石井病院 2021年度「防災訓練」を終えて
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当院でも、引き続き感染予防対策を徹底し、医師会・保健所をはじめ、近隣の医療・介護機

関の皆さまと連携しながら、これまでの経験をふまえて、患者・ご家族の皆さまにより一層の安全・安心をお届

けできるよう医療・介護体制の強化を図ってまいる所存です。

最後になりましたが、この新しい年が新型コロナ終息となる希望の年となりますように、皆様のご健勝とご多

幸をお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。どうぞ本年もご支援、ご鞭撻の程よろしくお願い申

し上げます。

2021年度「防災訓練」を12月11日（土）14時より石井院長をはじめ約50名の参加を得て

実施しました。

今回の訓練目標は、「災害発生時、災害対策本部を立ち上げ、報告・指揮命令の体制を迅速

に確立する。」という初動に焦点を絞ったものです。災害設定は、平日の午前11時頃で外来診

療・健診・デイケア稼働中に、明石地域において震度7の非常に強い揺れ（３分程度続く）、

ライフラインは停止、115分後に最大3mの津波が到達すると仮定しました。

私は、今回の訓練に一般職員ではなく防災管理委員として、初めて災害対策本部の立ち上げ

メンバーとなり参加しました。主に看護部の防災管理委員が当日のシナリオを作成してくれま

したが、クロノロジー（経時活動記録）、アクションカード（作業手順書）、ライティングシート（壁などに静

電気で張り付けられるシート）など、今まであまり耳にしたことのない言葉をはじめて知りました。

訓練の内容は、対策本部の設営、本部壁面に記録用のライティングシートを貼り、建物・ライフラインの被害

状況を「災害状況報告書」にて確認しながら適時指示を行う。また、各部署から次々と患者さんの状況が「被害

状況報告書」にて報告されてくるので、全体の流れを把握しつつ優先順位、重要事項を決定し、ライティングシ

ートに記載していく。その都度、的確な指示をしなければならず、対応の難しさを実感しました。

訓練を終え、参加者から防災グッズの不足、マニュアルの整備等の意見・要望がありましたが、順次整備を図

っていきたいと思っています。

「継続は力なり」この防災訓練を毎年継続していくことに意味があり、また、普段から職員個々が防災意識を

心がけていくことが重要であると考え、今後も災害対策に取り組んで参りたいと思います。
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明けましておめでとうございます。

皆様には、さわやかな新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

また昨年中、当クリニックに賜りました数々のご厚情とご支援に対しまして、職員一同心

より御礼申し上げます。

肝腎かなめと申される、その腎の末期的不全状態、腎機能が完全に廃絶している生命体

である透析患者さんを、いかにして健常人と同等レベル、更にはそれ以上の健康状態に維

持させうるか。

泌尿器科専門クリニックとして、永い人類歴史上の未踏の世界、達成不可能とされてき

た夢、への飽くなきチャレンジをこれまで以上に連日連夜、展開、継続、そして達成して

まいる所存です。

本年も皆様方からの引き続きのご指導ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い致します。
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謹んで新春をお祝い申し上げます。

旧年中は格別のご高配賜り、厚く御礼申し上げます。

丸二年という、経験したことない大規模な感染症の恐怖が、世界各地で現在も継続し

ております。日本では、感染者数が減少してきており、「先が見えてきたか」と思って

いるところで、オミクロン株という新型コロナウイルスの変異が発生しております。ク

リニックとして、スタッフ一同、今一度体制を見直し、気持ちを入れ直し治療にあたっ

ております。新型コロナウイルスという未曽有の感染症に対して、しっかりと対峙し、

組織として、スタッフ個人としても全力で対応してまいります。そして、患者様には、

明日も明後日も笑顔で来院していただき、笑顔で帰っていただけるよう寄り添い支えて

いきたいと考えております。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。


